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令和４年度霧島市青少年議会会議録 

 

１．議事日程は次のとおりである。 

令和４年８月21日午後２時10分開議 

日 程 
 

番 号 

件                 名 備  考 

１ 

４番 松 原 議員 

会議録署名議員の指名について   

５番 黒 岩 議員 

 

２ 会期の決定について        ８月21日（１日間）  

３ 

提 言   

１（議席番号１２番） 藤岡 議員（５ページ） 

・環境保全意識の向上のための取組について 

 

２（議席番号２番） 權現領 議員（７ページ） 

・住民参加と互いに支えあう地域福祉の推進のための取組に

ついて 

 

３（議席番号４番） 松原 議員（８ページ） 

・通学路の安全性向上のための取組について 

 

４（議席番号６番） 宮田 議員（９ページ） 

・良好な景観の形成のための取組について 

 

５（議席番号１０番） 大牟礼 議員（10ページ） 

・地域の魅力を活かした観光地づくりへの取組について 

 

６（議席番号９番） 林 議員（11ページ） 

・共に生きる美しい町霧島について 
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７（議席番号１番） 上福元 議員（12ページ） 

・公共交通（ふれあいバス）の利便性の向上について 

 

８（議席番号１５番） 立山 議員（13ページ） 

・市民の健康意識の向上と健康管理の充実のための取組につ

いて 

 

９（議席番号３番） 手賀 議員（15ページ） 

・地域や学校の特色を生かした教育活動と教育支援の推進の

ための取組について 

 

10（議席番号５番） 黒岩 議員（16ページ） 

(1) 世代に応じた心身の健康づくりにつながる取組について 

(2) 元気が出る楽しいイベントの企画について 

 

11（議席番号１１番） 中村 議員（17ページ） 

・地域や学校の特色を生かした教育活動と教育支援の推進の

ための取組について 

 

12（議席番号１３番） 藤岡 議員（18ページ） 

・利便性の高い観光地づくりの推進のための取組について 

 

13（議席番号８番） 今村 議員（20ページ） 

・多様な人材を生かした雇用の促進のための取組について 
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２．本日の出席青少年議員は次のとおりである。 

    １番  上福元   議 員      ２番  權現領   議 員 

    ３番  手 賀   議 員      ４番  松 原   議 員 

    ５番  黒 岩   議 員      ６番  宮 田   議 員 

    ８番  今 村   議 員      ９番  林     議 員 

   １０番  大牟礼   議 員     １１番  中 村   議 員 

   １２番  藤 岡（紗季子） 議 員     １３番  藤 岡（紗夜子） 議 員 

   １５番  立 山   議 員      

    

３．本日の欠席議員は次のとおりである。 

    ７番  児 玉   議 員     １４番  小宮路   議 員 

 

４．会議に出席した議会事務局の職員は次のとおりである。 

 議会事務局長  砂田  良一  君   議事調査課長  立野   博 君 

 議 事 グ ル ー プ 長  有村  真一  君   書    記  森  伸太郎 君 

 書     記  水迫  由貴  君    
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５．本日の出席者は次のとおりである。 

   市     長  中 重 真 一 君   副  市  長  山 口   剛 君 

   副  市  長  内   達 朗 君   総 務 部 長  橋 口 洋 平 君 

   企 画 部 長  出 口 竜 也 君   市民環境部長  本 村 成 明 君 

   保健福祉部長  小 倉 正 実 君   農林水産部長  八 幡 洋 一 君 

   商工観光部長  谷 口 隆 幸 君   建 設 部 長  猿 渡 千 弘 君 

消 防 局 長  細山田 孝 美 君   上下水道部長  浮 邉 文 弘 君 

   

   教  育  長  瀬戸上   護 君   教 育 部 長  池 田 宏 幸 君 

 

６．本日の出席議員は次のとおりである。 

議     長  阿 多 己 清 君 副  議  長  有 村 隆 志 君 

総務環境常任委員長  宮 田 竜 二 君 総務環境常任副委員長  今 吉 直 樹 君 

文教厚生常任委員長  平 原 志 保 君 産業建設常任委員長  木野田   誠 君 

産業建設常任副委員長  鈴 木 てるみ 君   広報広聴常任委員長  山 口 仁 美 君 

広報広聴常任副委員長  植 山 太 介 君   議会運営委員長  德 田 修 和 君 

議会運営副委員長  久 保 史 睦 君 

 

７．会議のてん末は次のとおりである。 
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「開 会  午後 ２時１０分」 

○議長（立山君） 

第１部の議長をします、鹿児島第一医療リハビリ専門学校、２年、立山泰聖です。よろしくお願

いします。ただいまから、令和４年度霧島市青少年議会を開会します。直ちに本日の会議を開きま

す。それでは、お手元に配付しました議事日程に基づき会議を進めてまいります。これより議事に

入ります。 

 

 △ 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（立山君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名についてを議題とします。４番、松原議員、５番、黒岩議員、

以上２名を指名します。 

 

 △ 日程第２ 会期の決定について 

 

○議長（立山君） 

次に、日程第２、会期の決定についてを議題とします。お諮りします。今回の霧島市青少年議会

の会期は、本日１日限りとしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と言う声あり] 

  御異議なしと認めます。したがって、会期は、本日１日限りと決定しました。 

 

 △ 日程第３ 提言 

 

○議長（立山君） 

  次に、日程第３、提言を行います。13名の議員から通告がされております。それでは、順次、発

言を許可します。まず、議席番号12番、藤岡紗季子議員から通告がされております。したがって、

発言を許可します。 

○１２番(藤岡君) 

 私は、環境保全意識の向上のための取組について提言します。最近、ＳＤＧｓという言葉をよく

耳にしたり、環境について考えたりする機会が非常に多くなりました。先日、霧島市の広報誌に

「燃えないごみを正しく分別できているのは３分の１ほど」という清掃センターの方の声が掲載さ

れているのを読みました。確かに私の住む地域でも、燃えないごみの指定場所は、毎回、出された

ごみであふれ返っています。分別するなどごみの出し方を工夫すれば、少しでもごみが減るのでは

ないかと思います。同じ広報誌に｢ごみを正しく処分すれば、環境負荷や市の財政負担が減ること
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に繋がる｣とありました。そこで、環境保全の意識向上の取組として、まずはごみの分別について

正しく知ってもらうことを提言します。実際に清掃センターなど環境に関わる施設を訪れて霧島市

のごみの現状や正しい捨て方を教えてもらうというような事業を展開するのはどうでしょうか。以

上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

藤岡議員の御提言について、お答えします。本市におけるごみ処理の状況については、令和２年

度現在、市民一人一日当たりのごみ排出量が921ｇ、リサイクル率が17.8％となっています。鹿児

島県平均及び全国平均と比べると、一人一日当たりのごみ排出量は、県平均と同じですが、全国平

均の901ｇを20ｇ上回っており、リサイクル率は、県平均の16.0％を上回っていますが、全国平均

の20.0％に2.2ポイント届いていません。この数値に表れているように、市民の皆さんに対して、

正しいごみの分け方・出し方の周知徹底を図り、ごみの減量化や再資源化を進め、ごみ処理費用の

削減や環境負荷の低減を図っていくことが、本市が早急に対処すべき課題となっています。議員の、

清掃センターなどの施設で市のごみの現状や正しい捨て方を教える事業を展開するという提言は、

ごみ処理の現場を自分の目で見ることにもなりますので、非常に有意義ですばらしいことと考えて

います。現在、本市では、敷根清掃センターや天降川リサイクルセンター、未来館などのごみ処理

施設において、市内の小学生や地域団体等を対象に、視察研修の受入れを行っているほか、自治会

や小学校などを訪れてごみの分別などをテーマにした出前講座などを行っています。今後とも、こ

れらの取組を強化するとともに、令和８年３月に供用を開始する予定の新たなごみ処理施設（仮称）

霧島市クリーンセンターにおいて、多くの市民の皆さんに楽しんで学習してもらえるよう、見学コ

ースや環境学習コーナーを充実してまいります。貴重な御提言をありがとうございました。 

○１２番(藤岡君) 

建設予定のごみ処理施設、霧島市クリーンセンターについて、どちらに建設されるのか、また、

いつでも一般の方が入ることができるのかについて教えていただきたいです。 

○市長（中重真一君） 

（仮称）霧島市クリーンセンター、新しいクリーンセンターは、先ほど申し上げましたように、

令和８年３月に供用を開始する予定です。場所はですね、今の敷根清掃センターの隣になります。

敷根清掃センターに今、ごみの持込みもできますが、また言っていただければ、敷根清掃センター

の奥の造成が終わって、貯水池等も今でき上がっている状況で、来月９月には地鎮祭が行われる予

定となっています。新しいクリーンセンターにおいては、環境学習等ができるようにですね、もち

ろんごみの収集については、収集車が集める方法と、市民の皆さんが直接搬入される方法と二通り

あります。ごみの搬入については、日曜日を除く、月曜日から土曜日までは搬入ができることにな

っておりますので、そういった面でも、いつでも行ける施設にはなっておりますが、それに合わせ

て、環境学習がよりできるような施設というものを造っていければというふうに考えております。 

○１２番(藤岡君) 
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わかりやすく丁寧な御答弁をありがとうございました。以上で私の提言を終わります。 

○議長（立山君） 

以上で、藤岡議員の提言を終わります。次に、議席番号２番、權現領議員から通告がされており

ます。したがって、発言を許可します。 

○２番（權現領君） 

私は、住民参加と互いに支えあう地域福祉の推進のための取組について提言します。霧島市だけ

でなく、日本中で高齢化による社会問題が発生しています。高齢者は行動範囲が狭いので、主に自

宅にいることが多く、１人でできることが少ないです。また、高齢者は１人で住んでいる人が多く、

いざ問題が発生したときに１人でできることが少ないので対処しきれません。だから、他の人など

に頼らなければならない場合がほとんどだと思います。私が以前いた小学校の近くの公民館では、

高齢者を中心にお弁当を配布していて、私はこのことに関心をもちました。このような活動が市全

体に広がれば、高齢者も安全に生活することができ、高齢化社会の対策ができるのではないでしょ

うか。こういった高齢者に対する対策を市でお願いできないでしょうか。 

○市長（中重真一君） 

權現領議員の御提言について、お答えします。現在の高齢化の進展は、本市だけではなく日本全

体の抱える重大な社会問題の一つとなっており、高齢者の立場に立った視点での御提言に対して、

これからの日本を支える一員となられる議員を頼もしく思うところです。本市においては、高齢化

が進む中で、高齢者の方々が住み慣れた地域で暮らし続けるために、様々な取組を行っています。

特に、一人暮らしの高齢者など日常的に見守りが必要な方に対しては、見守りを兼ねて食事の提供

を行う配食サービスや、急病や災害等の緊急時に迅速に対応するための緊急通報装置の設置のほか、

市内全域で286人の民生委員による訪問活動、約350人の見守り支援員による見守り活動などを実施

しています。そのほか、家に閉じこもりがちな高齢者の社会参加を促すために、自治会等で実施す

る活動に対する助言や経費の助成等を行っています。また、議員から紹介のありました公民館等を

中心として、高齢者宅へ弁当配布を行っているボランティア活動に対しても、活動費の一部助成な

どの支援を行っています。このような活動は、一人暮らしの高齢者の安心や、調理や高齢者宅への

配達、高齢者の話し相手などのボランティア活動をされる方の生きがいづくりにも繋がっています。

地域の方々によって何らかの支援を必要とする高齢者を支える活動が広がることで、住み慣れた地

域において高齢者が安心安全に暮らせることにも繋がると考えていることから、本市としても引き

続き、地域活動へ支援を行うとともに、住民参加と互いに支えあう地域福祉の更なる推進が図られ

るよう、高齢者に対する対策を推進してまいります。貴重な御提言をありがとうございました。 

○２番（權現領君） 

丁寧な御答弁をありがとうございました。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（立山君） 

以上で、權現領議員の提言を終わります。次に、議席番号４番、松原議員から通告がされており
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ます。したがって、発言を許可します。 

○４番（松原君） 

私は、通学路の安全性向上のための取組について、二つ提言をします。陵南中学校では昨年、信

号機のない横断歩道を自転車で横断中、車にはねられるという事故が起こりました。幸い命に別状

はありませんでしたが、空港が近く、交通量も多いため、常に緊張感を持って登下校しています。

昨年、霧島市の交通事故発生件数は412件、負傷者510名、亡くなった方が４名いらっしゃいます。

毎日一人以上が事故に遭っている計算です。せめて一度事故が起きた交差点には、信号機を設置し

ていただけないでしょうか。二つ目は通学路の街灯を増やしてほしいということです。本校の周辺

には街灯がほとんどなく、冬場の下校時はほぼ真っ暗です。街灯があることで事件、事故の両方を

防ぐことができ、安心安全に登下校することができるのではないでしょうか。信号機と街灯の設置

を積極的に進め、この霧島市が日本一安心して暮らせる住みやすい町になるよう御検討をよろしく

お願いします。以上で、壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

松原議員の御提言について、お答えします。今回、通学路の安全性向上に関する御提言をいただ

き、ありがとうございます。信号機の設置については、鹿児島県警察本部が所管することから、霧

島警察署が交通量・事故の発生状況・交差点の形状などを調査して、鹿児島県警察本部に上申し、

鹿児島県警察本部が判断した上で、設置されることになります。議員のおっしゃる県道56号の交差

点近くには、学習塾や観光バス営業所があり、交通量も多く、信号機のない横断歩道です。また、

令和４年１月には、今お話がありましたように、中学生が事故にあった場所でもあり、市としても

霧島警察署に対し要望していきたいと考えています。今後とも、交通事故の防止と市民の安心安全

を確保するため、住民等から寄せられる要望については、その要望箇所の現地調査を行った上で、

霧島警察署に対し随時、お願いしていきます。次に２点目にお答えします。通学路の街灯について

は、防犯灯と安全灯の２種類があります。防犯灯は、地区自治公民館等から防犯組合連絡協議会に

要望があれば、設置を検討しているところです。設置された後の管理については、地区自治公民館

等が管理運営することになりますので、設置希望場所を市に連絡いただけると、地区自治公民館等

におつなぎします。安全灯は、夜間、生徒の皆さんが部活や学習塾から帰宅する時に、交通や防犯

上の安全を確保するため、集落間の照明のないところに市が安全灯を設置しています。設置を希望

する場合は、各学校から市に要望書の提出があれば、設置を検討しているところです。議員の提言

にもありますように、日本一安心して暮らせる住みよい町になるよう、今後とも市としましても努

力してまいります。貴重な御提言をありがとうございました。 

○４番（松原君） 

私は今回提言するに当たり、第11次霧島市交通安全計画というものがあり、霧島市が様々な対策

を考えてくださっていることを知りました。一人に一つしかない命を守るためにも、事故のない社

会をつくっていけるよう、私たちも努力していきたいと思います。ありがとうございました。これ
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で、私の提言を終わります。 

○議長（立山君） 

以上で、松原議員の提言を終わります。次に、議席番号６番、宮田議員から通告がされておりま

す。したがって、発言を許可します。 

○６番（宮田君） 

 私は、良好な景観の形成のための取組について提言します。私の住んでいる高千穂は霧島ジオパ

ークに指定されており、自然豊かな地域です。そのような自然豊かな地域でも、小学生時代から気

になっていたことがあります。それは、ごみのポイ捨てが非常に多いということです。スーパーの

ビニール袋や、空き缶、ペットボトルなどのごみがたくさん落ちています。このような状況から、

私はこの豊かな自然を守り、未来につないでいくためにも、身近な問題から解決していく必要があ

ると思います。そこで、今回提示した、ごみのポイ捨てを減らす取組として、回覧板での呼びかけ

やポスターの作成、捨てられたごみを減らす取組として地域ごとのごみ拾いをすれば良いと思いま

す。このような活動が、未来へ豊かな自然をつなぐ鍵になるのではないでしょうか。以上で、壇上

からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

宮田議員の御提言について、お答えします。本市では、市、市民等及び事業者が協働して自然と

共生した清潔できれいな住みよいまちづくりを推進するため、平成19年12月に、霧島市生活環境美

化条例を制定し、それぞれの立場で、自然環境や生活環境の保全に努めることを責務としているほ

か、ごみのポイ捨て等を禁止行為として謳っています。さらに、この条例では、９月の第１日曜日

を「ふれあいボランティアの日」と定め、この日を中心に、地区自治公民館等の協力の下、市民総

出で清掃活動等を行うとともに、各地域毎に環境美化推進員を配置し、環境パトロールやポイ捨て

ごみの収集、不法投棄発見時の市への連絡、生活環境美化の推進に関する啓発活動等を展開してい

ます。しかしながら、議員の御指摘のとおり、道路や河川等におけるごみのポイ捨てが、後を絶た

ない状況であり、議員が「回覧板での呼びかけやポスターの作成、地域ごとのごみ拾いを実施する」

という提言をされたことは、非常に有意義で大切なことと考えています。本市としても、市民の皆

さんが自然を守り未来につないでいくという気概を持ち、一人一人が「まちをきれいにする」とい

う視点に立って行動するよう、更なる意識啓発に取り組んでまいります。貴重な御提言をありがと

うございました。 

○６番（宮田君） 

詳しく、そしてわかりやすい御答弁をありがとうございました。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（立山君） 

以上で、宮田議員の提言を終わります。これで第１部を終了します。ここでしばらく休憩します。 

「休 憩  午後 ２時３６分」 

――――――――――――――― 
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「再 開  午後 ２時５５分」 

 

○議長（藤岡君） 

議長を交代しました。第２部の議長をします、霧島高等学校３年、藤岡紗夜子です。よろしくお

願いします。休憩前に引き続き会議を開きます。提言を続けます。次に、議席番号10番、大牟礼議

員から通告がされております。したがって、発言を許可します。 

○１０番（大牟礼君） 

本日は、このような機会を設けていただき、ありがとうございます。議長からの発言の許可をい

ただきましたので、鹿児島第一高等学校の代表の一人として提言いたします。私が提言するのは、

地域の魅力を生かした観光地づくりの取組についてです。２０２０年から続く新型コロナウイルス

感染拡大の長期化により、全国的に観光業が大きな痛手を受けている中、企業努力や行政の支援な

どにより、少しずつ回復の兆しが見えつつあります。しかし、インバウンドは当分の間は見込めず、

アウトドアやマイクロツーリズムなどもトレンドとなってきています。霧島市は全国的にも有名な

観光地で、霧島連山や温泉、国宝の霧島神宮や重要文化財の鹿児島神宮など、多くの観光資源があ

ります。しかし、車やバスでの移動がほとんどで、旅行客が街中を歩いている姿や買い物をしてい

る姿を見ることがあまりありません。そこで、私が提言したいのは、ポケふたの導入です。資料の

投影をお願いします。議員の方は目の前にあるタブレットに画像のＰＤＦがあると思うので、タッ

プして画像を開いていただけたらなと思います。ポケふたとは株式会社ポケモンが、申請のあった

自治体へ無償で提供するマンホールの蓋のことで、ポケモンとその地域の文化や自然がデザインさ

れた、世界でそこにしかないものです。このポケふたや同社が取り組むローカルＡｃｔｓと連携・

連動し、地域課題の解決に取り組む自治体も出てきています。スマホアプリゲームのポケモンＧＯ

が中高年層に受け入れられているように、今やポケモンは年齢や性別、国内外を問わない巨大なコ

ンテンツとなっています。ポケふたは街を歩きながら探し出すまちづくりが可能です。隼人駅周辺

地区や国分中央地区でのまちづくりやリノベーションまちづくり、鹿児島神宮周辺の史跡めぐりな

どと絡めて、市民が普段使いもでき、マイクロツーリズムでは観光客も回遊できるようなまちづく

りのトッピングになり得ると思います。現在は申請受付を一時停止していますが、再開に備え、導

入に向けての調査・研究をしていただき、新たなまちづくりに取り入れていただけないでしょうか。

以上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

大牟礼議員の御提言について、お答えします。株式会社ポケモンから無償で提供されるマンホー

ルの蓋の設置により、回遊につなげている自治体があることは認識していますが、現在、議員から

も御紹介がありましたように、ポケふたの申請受付は一時停止されています。ポケふたを設置する

ことにより、市内の回遊性が促進される可能性があることから、安全性を踏まえて設置場所及び回

遊手段等を十分に検証し、関係部署において、ポケふたの設置について調査・研究してまいります。
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一方、本市における回遊促進策としては、これまで観光スポットを回遊するための各種スタンプラ

リーを実施してきており、現在、温泉めぐりを促進するためのデジタルスタンプラリーである、き

りしま・ゆ旅を実施中です。更に、霧島山を訪れていただけるよう、山に特化したスタンプラリー

である、山印帳にも取り組んでいるところです。また、今後においては、地元企業のキャラクター

を活用したスタンプラリーも実施予定であり、より一層の回遊促進が図られるものと考えています。

本市は、自然や温泉、文化財、多種多様な特産品等、多くの観光資源を有していますので、議員の

御提言を参考としながら、本市観光の更なる振興に努めてまいります。貴重な御提言をありがとう

ございました。 

○１０番（大牟礼君） 

関係部署での皆様で調査研究していただけるとの御答弁、ありがとうございました。きりしま・

ゆ旅や山印帳について、私自身もぜひ経験し、友人にも紹介したいなと思います。今回は、ポケふ

たの設置について提言しましたが、令和元年度の青少年議会においては、総合博物館の建設と資料

館の無料化について提言しました。どちらも研究、調査していただけるとのことでしたので、今後

どのような取組になるか楽しみにしていきたいと思います。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（藤岡君） 

以上で、大牟礼議員の提言を終わります。次に、議席番号９番、林議員から通告がされておりま

す。したがって、発言を許可します。 

○９番（林君） 

私は、共に生きる美しい町霧島について提言します。私は、この自然豊かな美しい町霧島が大好

きです。特に私が育った日当山の天降川沿いは、家族の一員である愛犬と楽しく散歩をする大切な

場所です。しかし、看板があるにもかかわらず色々な場所に犬のふんが放置されており、きれいな

環境が保たれていないと感じています。看板が設置されていること自体、残念な気がしますが、ど

んな対策が効果的なのか考える必要があります。最近では、全国でチョークを使って注意喚起をす

る動きが広まっているそうです。チョークを使って注意喚起をするとは、ふんを発見した日時を道

路にチョークで書いて、ふんを放置した人に、そこを通った他の人に見られているということを気

づかせる目的があるそうです。天降川は、ホタルがきれいだし、ハネムーンロードとしてたくさん

の観光客も訪れます。このチョークを使った取組のように、意識を向上させ、美しい町を守ること

に繋がる対策を考えることはできないでしょうか。以上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

林議員の御提言について、お答えします。本市では、市、市民等及び事業者が協働して自然と共

生した清潔できれいな住みよいまちづくりを推進するため、平成19年12月に霧島市生活環境美化条

例を制定し、公共の場所に飼い犬のふんを放置する行為を禁止しています。また、この条例に基づ

き、市内全域に環境美化推進員を配置し、その啓発活動等を実施しているほか、霧島市環境保全協

会や地区自治公民館等と連携して、環境パトロールや放置禁止の看板設置等を行っています。しか
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しながら、議員御指摘のとおり、飼い犬のふんの放置が、後を絶たない状況であり、市民の皆さん

からの苦情も多く寄せられています。今回、議員が提言された、共に生きる美しい町をつくるため

のチョークを使って犬のふんの放置を注意喚起する取組については、市としても、早くから非常に

有意義な方策と考えており、すでに、イエローチョーク作戦と称して、市内全域で取り組んでいる

ところです。さらに、市民全体でこの取組を推進するため、今年度から、希望者にはイエローチョ

ーク作戦のマニュアルと黄色チョークを無償で配布しており、広報きりしま５月号にはその特集記

事も掲載しましたが、市民への浸透の度合いは、まだまだ不十分なところもございます。今後とも

このチョークを使った取組のように、小さなことから市民一人一人の意識を向上させ、美しい町を

守る取組を着実に進めてまいります。貴重な御提言をありがとうございました。 

○９番（林君） 

丁寧な御答弁ありがとうございました。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（藤岡君） 

以上で、林議員の提言を終わります。次に、議席番号１番、上福元議員から通告がされておりま

す。したがって、発言を許可します。 

○１番（上福元君） 

私は、公共交通、ふれあいバスの利便性の向上について提言します。私は現在、ふれあいバスを

使って通学していますが、１日に１～２往復しか運行されていないため、学校行事などで下校時間

が変わったり、部活動をしたりすると、時間が合わず、保護者に迎えに来てもらわなければなりま

せん。このことは、この地域に住む方々にとっては、車の運転ができないと買い物に行ったり、病

院に行ったりすることが自由にできないということにもなります。特に土日は全く走っていないの

で、大変なのではないかと思います。最近は高齢者ドライバーによる交通事故もテレビのニュース

などで目にするので、そういった面からも公共交通機関の利便性が改善されれば、みんなが安心し

て快適に過ごせるようになるのではないかと考えています。これらのことから、ふれあいバスの便

数を増やすことはできないでしょうか。以上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

上福元議員の御提言について、お答えします。本市は、市民の日常生活の移動手段を確保するた

め、路線バスへの運行支援やふれあいバス等の運行など、地域公共交通ネットワークの維持・確保

に取り組んでいます。市がバス事業者等に運行を委託しているふれあいバスについては、限られた

車両の台数や運転手の中、可能な範囲で運行本数を調整し、概ね週２便から３便の運行としていま

す。議員が利用されている木原小中学校線については、通学時の利用に対応できるよう、平日の毎

日と第２土曜日の運行とし、登下校の時間帯にも配慮したダイヤの設定をしているところです。議

員御指摘のとおり、高齢者ドライバーによる交通事故は大きな社会問題となっています。そのため、

免許証を返納された方や、普段から交通手段のない方に住み慣れた地域で安心して暮らしていただ

くためには、地域公共交通の維持・確保はますます重要な課題であると考えています。このような
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ことから、本市はまずは交通空白地帯の解消を図り、地域の実態を把握しながら、少しでも利用者

の方々のニーズにあった運行ルートの確保や路線の維持に努めており、最近では新たな取組として

隼人地区において、はやと循環ワゴンと称したジャンボタクシーによる運行を開始したところです。

ふれあいバスの増便については、限られた車両の台数等の中で難しい課題であるものの、バスの小

型化による運行ルートの改善やデジタル技術を活用した運行方法の見直しなど、利便性や魅力の向

上に向けて、現在、調査、研究を進めているところです。今後も、地域の皆様の利用ニーズにあわ

せ、より利用しやすい公共交通体系となるように取り組んでまいります。貴重な御提言をありがと

うございました。 

○１番（上福元君） 

丁寧な御答弁ありがとうございました。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（藤岡君） 

以上で、上福元議員の提言を終わります。次に、議席番号15番、立山議員から通告がされており

ます。したがって発言を許可します。 

○１５番（立山君） 

私は、市民の健康意識の向上と健康管理の充実のための取組について提言します。私は鹿児島第

一医療リハビリ専門学校で作業療法士を目指しております。臨床実習で学外実習もカリキュラムに

あり、実際に患者様と関わると自身のコミュニケーション能力の不足を痛感させられます。私たち

学生はもっと学校外で様々な人と関わり、場慣れすることが必要と思います。私はよく市の体育館

を利用することがあるのですが、市民の方々は老若男女、体を動かすことに積極的な印象です。コ

ロナ禍で様々な制約はあるものと思いますが、市民の健康意識の向上及び学生の能力向上を図るた

めに定期的に体育館などの公共施設を使用し市民の方々に対して学生が体操や健康指導といった形

で交流できるような場を設けて頂けないでしょうか。我々は若輩ではございますが市民の方々と相

互に向上を図れたらと思っております。いかがでしょうか。ご検討のほどよろしくお願い申し上げ

ます。以上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

立山議員の御提言について、お答えします。議員は、一人一人がその人らしい生活を送れるよう、

日常生活に必要な機能回復を心身ともに支援する専門職である作業療法士を目指しておられるとの

ことであり、大変すばらしいことだと思うとともに、その将来について頼もしく感じているところ

です。運動をすることにより、がんや生活習慣病の予防、高齢者のフレイル予防や認知症予防など

に効果があるとされています。本市では、市民が主体的に健康づくりに取り組めるよう、総合的か

つ効果的な健康づくりの施策を推進していくための指針として定めた、健康きりしま21に基づき、

身体活動・運動分野などの各分野で、各種事業に取り組んでいるところです。そのひとつとして、

市民を対象に健康と運動に関する普及啓発活動を行い、毎日の生活の中に運動習慣を取り入れるた

めのお手伝いを行う健康運動普及推進員による、貯筋運動教室を定期的に開催しています。さらに、
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フレイル予防事業として理学療法士、作業療法士などの専門職による運動体操サロンの取組も行っ

ているところであり、今年度は、横川・牧園・福山・霧島・溝辺の５地区で実施しています。議員

御提言の学生が体操や健康指導といった形で交流できる場を設けることは、同計画の最終目標であ

る健康を支え、守るための地域の仕組みづくりの推進の取組であるとともに、身体活動・運動分野

で個別目標としている運動習慣者を増やすことにつながり、市民の健康意識及び学生の能力向上が

図られることが期待できます。また、平成28年８月22日には、本市と学校法人都築教育学園におい

て、健康福祉社会づくりのための連携などの項目について、包括連携協定を締結していることから、

今後どのような取組ができるのか検討してまいります。貴重な御提言をありがとうございました。 

○１５番（立山君） 

すばらしい御答弁ありがとうございました。この御答弁にある中で、運動体操サロンといったの

を挙げていらっしゃったと思うのですけれど、具体的にどういったことやられているのかを答えら

れる範囲でお答えをお願いします。 

○保健福祉部長（小倉正実君） 

市長の答弁にありましたとおり、運動体操サロンについては、今年度は５地区で実施していると

ころでございます。その内容につきましては、リハビリ専門職や健康運動普及推進員が健康づくり

をサポートするということで、市民の方に集まっていただいて、具体的には、ストレッチ運動や筋

力の向上の体操、整理体操等を行っていただいて、よく言われるフレイル予防に努めるように、

日々の体力増進を図っていただく運動しているところでございます。 

○１５番（立山君） 

すばらしい御答弁ありがとうございました。これから先の霧島市の福祉に関することや、これか

ら私たちの学校との連携を楽しみにしておきます。以上で、私の提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

今、保健福祉部長も答弁しましたように、また、私も先ほど答弁しましたように、市としても

様々な取組を行っているところなんですが、都築教育学園とは包括連携協定を結んでおります。高

齢者の方々が主に参加される事業ですので、そういった方々ですね、若い学生さんが出て来られる

と非常に喜ばれるのかなというふうに思っております。何かですね、いきなり全部の地区でという

ようなのは無理でも、何か協力してできないかということについては、答弁で申し上げましたよう

にしっかりと検討していきながら、またその際にはぜひ議員の御協力もよろしくお願いしたいと思

います。 

○１５番（立山君） 

御答弁ありがとうございました。これで、私の提言を終わります。 

○議長（藤岡君） 

以上で、立山議員の提言を終わります。次に、議席番号３番、手賀議員から通告がされておりま

す。したがって発言を許可します。 
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○３番（手賀君） 

私は、地域や学校の特色を生かした教育活動と教育支援の推進のための取組について提言します。

霧島市の子供たちは、活発で明るいところが特徴です。しかし、最近はイベントなど楽しめる活動

がなく、ストレスがたまっています。学校でも、インターネットを使った授業はほとんどなく、ま

だ使い方がよくわかっていない生徒もいます。そこで、インターネットを利用したイベントを作っ

てみてはどうでしょうか。これからの社会ではインターネットで仕事をしたりするのは当たり前に

なってきます。インターネットの使い方がわかっていないと、時代の流れについていけなくなると

思います。それを防ぐためにも、インターネットを使ったお祭りなどを子供たちで運営することは

できないでしょうか。できるのであれば、霧島市の子供たちが実際にイベントに参加できるように

したらどうでしょうか。以上で私の壇上での提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

手賀議員の御提言について、お答えします。議員御指摘のとおり、近年は新型コロナウイルス感

染症の影響により、行動制限や各種イベントの中止などこれまでと同じように行動したり参加した

りできず、ストレスを感じている方もおられるようです。このような日常生活の変化に対応する手

段の１つとして、ＩＣＴを活用した非接触型の会議やイベントの開催など新しい取組が広がってき

ています。また、学校においても１人１台のタブレット端末を配付し授業の中でインターネットの

基本的な操作や使い方などの学習に取り組んでいます。一方、報道等で御存知のことと思いますが、

ＳＮＳにより様々なトラブルに巻き込まれるケースもありますので、インターネットの正しい使い

方を身につけていく必要があります。本市におきましては、令和３年度に市内全域の超高速ブロー

ドバンドの整備が完了したところであり、本年度からはデジタル技術を活用して人々の生活をより

よく変えていくことを目指し、ＤＸ、デジタルトランスフォーメーションの推進に本格的に取り組

んでいます。従来の様々な事業や活動についても、デジタル技術を活用して地域の特色を生かし、

より多くの市民が参加して楽しめる魅力あるものにしたいと考えていますので、議員も積極的に関

わっていただくことを期待しています。夢のある貴重な御提言をいただきありがとうございました。 

○３番（手賀君） 

丁寧な御答弁ありがとうございました。霧島市の人々の活動についてのデジタル技術を使った取

組を、私もすごく楽しみにしています。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（藤岡君） 

以上で、手賀議員の提言を終わります。これで第２部を終了します。ここでしばらく休憩をしま

す。 

「休 憩  午後 ３時２７分」 

――――――――――――――― 

「再 開  午後 ３時４５分」 

○議長（手賀君） 
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議長を交代しました。第３部の議長をします、舞鶴中学校３年、手賀有奏です。よろしくお願い

します。休憩前に引き続き会議を開きます。提言を続けます。次に、議席番号５番、黒岩議員から

通告がされております。したがって発言を許可します。 

○５番（黒岩君） 

私は、世代に応じた心身の健康づくりにつながる取組について二つの提言をします。中学入学と

同時に強いられたコロナ禍の生活ですが、今少しずつ以前の生活に戻る兆しがあります。これから

は積極的に外に出て、心身が健康になる機会を持つべきではないでしょうか。そこで、あらゆる世

代が利用できる多目的な公園整備の推進を希望します。具体的には、体力維持や運動習慣作りのた

めの健康遊具の設置です。スポーツができるコートを有した公園もほしいです。二つ目の提言は、

元気が出る楽しいイベントを企画開催していただきたいということです。例えば、リアル脱出ゲー

ムや街歩き謎解きイベントです。霧島市の史跡や観光スポットを巡りながら様々な暗号やヒントを

手掛かりに謎を解いていく体験型イベントを行えば、大人も子供も楽しめるはずです。他にも霧島

マラソンや大規模な○×クイズ大会など、心も体も元気になる取組にぜひご尽力いただけないでし

ょうか。以上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

黒岩議員の御提言の１点目について、お答えします。本市には、スポーツを目的とした国分運動

公園、レジャーを目的とした城山公園や国分キャンプ海水浴場、スポーツや地域コミュニティのた

めの上床運動公園など様々な形態の公園があります。また、溝辺麓地区などの区画整理事業などに

おいても、一定の緑地を設ける必要もあり、これらも含めると公園を含むスポーツ・レクリエーシ

ョン系施設は人口規模が同じレベルの自治体と比べても数多く配置しています。また、本市では、

霧島市スポーツ振興計画を策定し、市民のだれもがスポーツを楽しめる環境づくりを推進しており、

議員が提言される体力維持や運動習慣作りのための健康遊具を設置することも、その有効な手段に

なると考えます。このようなことから、まずは、既存のスポーツ施設や公園の有効活用を図りなが

ら、それらの設置も念頭に置き、あらゆる世代の皆さんの健康づくりにつながる方策を検討してま

いります。次に、２点目にお答えします。議員が着目された心身の健康、とりわけ心の健康は、国

においても、いきいきと自分らしく生きるために重要なことであるとされており、本市でも様々な

取組を実施しているところです。市民の健康づくりや福祉の推進を目的としたイベントとして、健

康福祉まつりを毎年開催しており、健康や福祉関係の団体が活動紹介や体験型のブースを出展し、

来場者は各ブースを巡るスタンプラリーを通じて、健康や福祉に関する様々な情報に触れたり、各

種サービスを体験したりすることができます。また、歴史を感じるイベントとして、日本で初めて

新婚旅行をしたと言われている坂本龍馬の足取りを辿る龍馬ハネムーンウォークや、国内屈指の金

山として栄えた横川地区の史跡を巡る山ヶ野ウォーキング大会など、各種団体と協力して開催して

います。さらに、スポーツの日には霧島スポーツまつりを開催し、子どもから大人までゲーム感覚

で楽しむことができる体験型スポーツイベントとして、毎回多くの方に参加していただいています。
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このほか、本市内の温泉を巡りながらデジタルスタンプを集めて、番付の昇格や豪華賞品を目指す、

きりしま・ゆ旅も楽しんでいただいています。これらのイベントの中には、近年の新型コロナウイ

ルス感染症の蔓延により、規模を縮小したり、開催を中止したものもある一方、スマートフォンを

活用し通年で開催するなど、工夫して継続しているものもあります。今後も、新しい生活様式を踏

まえた元気が出る楽しいイベントの在り方を検討していく中で、議員のような若い方々から様々な

アイデアを頂いたり、スタッフとして積極的に関わっていただくことを期待しております。貴重な

御提言をありがとうございました。 

○５番（黒岩君） 

私は、今回提言を考えるに当たり、きりしま21（第３次）というものがあり、笑顔が自然とこぼ

れる霧島市という素敵な基本理念があることを知りました。コロナ禍の終息の先に、元気で楽しい

笑顔あふれる霧島市になっていくことを願っています。これで私の提言を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（手賀君） 

以上で、黒岩議員の提言を終わります。次に、議席番号11番、中村議員から通告がされておりま

す。したがって発言を許可します。 

○１１番（中村君） 

私は、地域や学校の特色を生かした教育活動と教育支援の推進のための取組について提言します。

私は、鹿児島第一高校へ通学しています。登下校する際には、小中学校、高校、高専、専門学校や

大学など、本市に存在する多くの学校へ児童生徒が通学している場面を見かけます。各学校が持つ

魅力や特性を発信し、自分達で盛り上げていくことができれば、本市は児童生徒が毎日笑顔で学校

へ通う街に、より人の温かさを感じられる街になると思います。そのための取組として、近隣の学

校だけでなく、市内全学校による協同フェスティバルやスポーツ大会等を実施し、中学生が小学生

のイベントの運営を行う等、多角的な交流活動を定期的に開催することを提案します。このように、

地域や学校の特色を生かしたより魅力あふれる教育都市となるためにも、市内の全学校による活発

な交流活動を目的とした枠組を作ることはできないでしょうか。以上で壇上での提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

中村議員の御提言について、お答えします。本市には、小中学校49校、高等学校６校、その他大

学、短大、専門学校、高等専門学校合わせて61校があります。これらの学校が、互いに連携を図り、

それぞれのもつ魅力や特性を発信し、様々なイベントなどを企画するという議員の提言は、異学年

が交流するという視点からも非常に有意義で素晴らしい考えだと思います。本市では、毎年10月下

旬の土曜日に、学校や社会教育団体、図書館やメディアセンターなどが実施した様々な活動に参加

した小学生、中学生、高校生が、その体験等を発表する教育フェスタを開催しており、市内の生徒

の皆さんもその運営に関わってくれています。この教育フェスタでは、霧島しごと維新事業や立志

塾、部活動の成果発表や作文の朗読など、様々な教育活動に関わった児童生徒の皆さんが、それぞ
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れの体験を通じて感じたことや学んだこと、今後の自分につなげたいと思ったことなどを広く紹介

しています。今後、各学校の魅力や特色などを紹介する場や機会としても活用できるように、教育

フェスタをさらに充実させていきたいと考えています。また、このほか、市内の児童生徒の皆さん

が交流したり、互いの活動を発表したりする場や機会について、関係課や関係団体等と連携を図り

検討していきますので、議員も積極的に参加してくださることを期待しています。本市の児童生徒

が地域の魅力を語り、笑顔にあふれ、人の温かさを感じることができる霧島市となるように、地域

や学校の特色を生かした教育活動の推進に努めてまいります。 

○１１番（中村君） 

御答弁ありがとうございます。御答弁を踏まえて質問させていただきます。先ほどの黒岩議員の

提言に対する答弁でもあったように、本市は、様々な運動施設を有していると思います。このよう

なすばらしい運動施設を活用した、生徒主体のイベントづくりに対して、どのように思われている

でしょうか。よろしくお願いします。 

○市長（中重真一君） 

教育フェスタは特に文化的だったり学習的な取組であるものですが、今、議員からは、スポーツ

施設を活用した取組ができないかという御提言でした。以前ですね、高校とかでは、前、これ県立

高校になりますが、県立の国分高校と県立の加治木高校がＫＫ戦だったかな、何かそういう取組を

行ったのも余り長く続かなかったようですが、そういったこともありました。これは私がいた頃で

すので、相当前の話になろうかと思います。鹿児島市内では、有名なのが甲鶴戦、甲南と鶴丸の甲

鶴戦というものが今でもあるのかなと思います。記録会としての大会はあると思いますが、そうい

ったスポーツを通じた、学校同士の交流というものが出来ないか、またできるのであればどういっ

た形なのか、これは教育委員会と、また教育委員会などの関係機関も含めて研究していければと思

っております。 

○１１番（中村君） 

御丁寧な答弁ありがとうございました。私自身も、霧島市のこれからの活動を楽しみにするとと

もに、自分自身もその活動に携わっていけたらいいなと思います。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（手賀君） 

以上で、中村議員の提言を終わります。次に、議席番号13番、藤岡紗夜子議員から通告がされて

おります。したがって、発言を許可します。 

○１３番（藤岡君） 

私は，利便性の高い観光地づくりの推進のための取組について提言します。私は，霧島高校総合

学科の観光マネジメント系列に所属しています。その系列の授業で観光について学ぶ機会があり，

昨年，霧島市のことも学習しました。霧島市の魅力を知る中で，交通の便の問題が気になりました。

私達が通学時に利用する電車やバスは，便数が少なく，どこへ行くにも自動車の方が利便性が高く

なっています。霧島周遊観光バスもありますが，運行日が限られており，やはり不便です。調べた
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ところ，バスの一日乗車券があることを知りましたが，知名度が低いように思います。バスや電車

を利用することは，今求められているＳＤＧｓの目標達成にも繋がります。バス，電車の本数を増

やすことと一日乗車券についてもう少しＰＲし，購入しやすくすることで，観光を手軽に楽しめる

ものにすることができないでしょうか。以上で壇上からの提言を終わります。 

○市長（中重真一君） 

藤岡議員の御提言について、お答えします。本市では、市民の日常生活の移動手段を確保するた

め、路線バスへの運行支援やふれあいバス等の運行など、地域公共交通ネットワークの維持・確保

に取り組んでいます。また、電車の運行についても、通勤通学に配慮した時間帯に対するダイヤの

設定や車両の確保、観光客の利便性向上に向けた運行などをＪＲ九州に要望しています。一方、議

員御指摘のバスの一日乗車券は、霧島のったりおりたりマイプランという名称で、鹿児島交通株式

会社が販売・運行しています。この乗車券を購入していただくと、鹿児島交通が本市内で運行して

いる主要な路線バスと、市が運行を委託している霧島連山周遊バス、妙見路線バス、霧島観光周遊

バスが1 日乗り放題となり、霧島エリアの周遊観光に大変便利です。その他、ダイヤ改正等にあわ

せて運行ルートや運行ダイヤ、観光ポイントの情報などを掲載した、きりしまバス旅というパンフ

レットを作成し、市内主要観光施設や国分駅、隼人駅等でも配布するとともに、市のホームページ

などにも同様の情報を掲載して観光客等への周知を行っています。引き続き、運行事業者と連携し、

更なる利用促進のため新たな媒体などを調査・研究してまいります。貴重な御提言をありがとうご

ざいました。 

○１３番（藤岡君） 

御答弁ありがとうございました。御答弁を踏まえて質問させていただきます。御答弁の中に、市

内主要観光施設とありましたが、具体的にどういった施設を指すのかについて教えていただきたい

です。よろしくお願いいたします。 

○商工観光部長（谷口隆幸君） 

主な観光施設等についてお答えいたします。議員さんも御存じかと思いますけれども、国宝にな

った霧島神宮、鹿児島神宮、それとか霧島神話の里公園、塩浸温泉公園とか、あと嘉例川駅などが

主な観光施設となっているところでございます。 

○市長（中重真一君） 

市内のそのような主要な観光施設、あとは観光案内所とかそういったところもあると思います。

そういったところに置いて、このきりしまバス旅のパンフレットについても、多くの方に利用して

いただけるように配っているところなんですが、実際、鉄道を維持すること、バス路線を維持する

こと、実はもうＪＲからも、減らしたい、減らしたいというのを、市が減らしてくれるな、何とか

存続してくれと。特に、通学、高校生の通学に関するところについては、特にそこは大事なんだか

ら、できればこの時間帯に走らせてくださいというようなですね、かなり激しい攻防戦を行ってい

るところです。実際、なかなか肥薩線にしろ、また路線バスにしろ、利用客が増えない中で、事業
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者のほうにもこちらとしてもお願いするのは、もう難しい状況なんですが、それでもやはり大事な

ことですので、今、何とかお願いして、維持をしていていただいている段階です。ただ観光客を考

えたときに、それではＪＲであったり、路線バスだけで賄えるのかと。人数を満たすことができる

のかということを考えたときに、皆さん今、それぞれ観光客の行きたい場所も増えてきています。

そういった中で、今霧島市として、観光客に対する交通手段の確保として取り組んでいるのが、霧

島神宮駅であったり、大隈横川駅にＥ－バイク、電動自転車を置いて、それを使っていただいて、

傾斜等厳しい山間部においても、楽に運転していただいて、その観光客の方が行きたいところに行

っていただけるような、そういった取組を今進めているところです。 

○１３番（藤岡君） 

丁寧でわかりやすい答弁をありがとうございました。私も霧島高校生として、もっと霧島をＰＲ

できるよう努めていきたいと考えております。以上で、私の提言を終わります。 

○議長（手賀君） 

以上で、藤岡議員の提言を終わります。次に、議席番号８番、今村議員から通告がされておりま

す。したがって、発言を許可します。 

○８番（今村君） 

私は、多様な人材を生かした雇用の促進のための取組について提言します。私は、将来地元で働

きたいけれど、具体的にどんな仕事があるか分からず、地元で働くことに対して、イメージしづら

いと感じています。そんな中、霧島市には、霧島しごと維新という事業があることを知りました。

この事業は募集人数が限られているので、たくさんの学生が参加できない状況です。そこで提案で

すが、ＹｏｕＴｕｂｅ等の動画を活用して、地元企業の紹介や企業見学の様子等を視聴できるよう

にしてみてはどうでしょうか。そうすることで、直接参加できなくても、都合のよい日に誰でもそ

の中身に触れることができます。市内の小中学校ではタブレット端末が１人１台ずつ貸与されてい

るので、学校内でも同級生と語り合いながら、霧島市の企業や地元で働くことの魅力を感じること

ができ、将来の参考になると思います。是非、ご検討ください。以上で壇上からの提言を終わりま

す。 

○市長（中重真一君） 

今村議員の御提言について、お答えします。まずは、将来、地元で働きたいという議員の思いを

とてもうれしく思います。その思いが実現できるよう心からエールを送ります。本市では、地元で

働くことの意義や地元企業への理解を深め、生徒の皆さんが将来の夢を描き、志を立てることがで

きるように、平成29年度から、霧島しごと維新事業に取り組み、企業見学会や企業説明会、立志講

話などを実施しています。令和２年度からは、新型コロナウイルス感染症の影響で、やむを得ず事

業を中止したり、規模を縮小したりして開催してきました。今年度も、企業の皆様のご理解の下、

感染症対策を十分講じた上で事業を実施し、参加者の皆さんの地元企業への理解を深めることがで

きました。議員が御提言のＹｏｕＴｕｂｅ等での動画の活用については、肖像権や企業側の許諾な




